
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部を形成する周縁部を有しかつ可撓性素材により形成された面体本体と、
　透明又は半透明の可撓性樹脂により形成されかつ面体本体の開口部を覆って面体本体の
周縁部に接着剤により気密に接着される周縁部を有するアイピースと、
　面体本体の複数の突起部の各端部に接続されたヘッドバンドと、
　アイピースの両側下方で面体本体に取り付けられる一対の吸気弁装置と、
　一対の吸気弁装置の間で面体本体に取り付けられた排気弁装置とを備え、
　面体本体は、面体本体の周縁部から内側に鋭角に分岐されかつ周縁部に沿って延伸する
接顔部を備え、
　面体本体の接顔部の下部は、面体本体の周縁部から内側に鋭角に分岐しかつ着用者の下
顎が当接する顎受部を形成し、
　面体本体の周縁部及び顎受部を含む接顔部に一体に面体本体の複数の突起部を形成し、
　着用時に面体本体の接顔部は、着用者の顔面に確実に密着し、
　面体本体とアイピースは、折り曲げ可能でありかつ折り曲げた状態から自身の弾性によ
り湾曲した形状に復帰することを特徴とする全面形面体。
【請求項２】
　着用者の音声を面体の外部に伝達する伝声板装置を備え、
　伝声板装置は、面体本体の対応する開口部に埋設された金属又は樹脂から成る環状の伝
声板フレームと、伝声板フレーム内に配置された伝声部材とを備え、
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　吸気弁装置は、面体本体の対応する開口部に埋設された金属又は樹脂から成る環状の弁
フレームと、弁フレーム内に取り付けられて吸気時のみ開弁する可撓性の弁と、吸気弁装
置に取り付けられて外気中の有毒物質を除去するカートリッジとを備え、
　排気弁装置は、面体本体の対応する開口部に埋設された金属又は樹脂から成る環状の弁
フレームと、弁フレーム内に取り付けられて排気時のみ開弁する可撓性の弁とを備え、
　アイピースの下端部は、伝声板装置及び吸気弁装置の外形に沿う形状を有する請求項１
に記載の全面形面体。
【請求項３】
　接顔部は、顎受け部の両側から逆三角形状に上方に延び、逆三角形の底辺となる接顔部
の上縁は、着用者の額に当接するようにほぼ水平に形成される請求項１又は２に記載の全
面形面体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、全面形面体、特に透明又は半透明の可撓性樹脂により形成されたアイピースを
備えた全面形面体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
防塵マスク又は防毒マスク等の呼吸用保護具に使用される従来の全面形面体は、面体の前
面下部に吸気装置及び排気装置を有し、吸気装置には有毒なガス及び粉塵を濾過するフィ
ルターが取り付けられる。また、実公昭６０－４１９８１号公報は、面体の着用者間の音
声を伝達する伝声装置と排気装置とを一体に形成して、装置の取付スペースが限られた面
体にも適用可能な伝声排気結合装置を開示する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来の全面形面体は着用者の視界を確保するために、可撓性素材から成る面体
本体に形成した開口部に透明な硬質素材から成るアイピースを取り付けている。この面体
本体は可撓性であるため、着用者の顔面形状に合わせて接顔部が変形するので着用時の面
体内部の気密がある程度保持される。しかし、アイピースが硬質素材であるために面体本
体の変形は制限されることから、良好な装着感が得られなかった。また、面体を折り畳む
ことができないので、非着用時の携帯に不便であった。
【０００４】
これに対して、全面形面体のアイピースを柔軟性の素材で形成することが考えられる。と
ころが、従来の素材では柔軟性はあっても透明度が不十分なうえ、アイピースを通して見
る像に歪みが生じる不具合があった。また、このような柔軟性のアイピースを可撓性の面
体本体に必要な強度でかつ気密に取り付ける方法が存在しなかった。
【０００５】
そこで、本発明は、十分な透明度を有する可撓性樹脂で形成したアイピースを強固にかつ
気密に取り付けた全面形面体を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明による全面形面体は、開口部 (30)を形成する周縁部 (8)を有しかつ可撓性素材に
より形成された面体本体 (1)と、透明又は半透明の可撓性樹脂により形成されかつ面体本
体 (1)の開口部 (30)を覆って面体本体 (1)の周縁部 (8)に接着剤により気密に接着される周
縁部を有するアイピース (2)と、面体本体 (1)の複数の突起部 (4)の各端部に接続されたヘ
ッドバンド (3)と、アイピース (2)の両側下方で面体本体 (1)に取り付けられる一対の吸気
弁装置 (12)と、一対の吸気弁装置の (12)間で面体本体 (1)に取り付けられた排気弁装置 (13
)とを備える。面体本体 (1)は、面体本体 (1)の周縁部 (8)から内側に鋭角 (θ )に分岐されか
つ周縁部 (8)に沿って延伸する接顔部 (10)を備える。面体本体 (1)の接顔部 (10)の下部は、
面体本体 (1)の周縁部 (8)から内側に鋭角 (θ )に分岐しかつ着用者の下顎が当接する顎受部
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(9)を形成する。面体本体 (1)の周縁部 (8)及び顎受部 (9)を含む接顔部 (10)に一体に面体本
体 (1)の複数の突起部 (4)が形成される。着用時に面体本体 (1)の接顔部 (10)は、着用者の
顔面に確実に密着し、面体本体 (1)とアイピース (2)は、折り曲げ可能でありかつ折り曲げ
た状態から自身の弾性により湾曲した形状に復帰する。
　本発明の実施例では、着用者の音声を面体の外部に伝達する伝声板装置 (11)を備える。
伝声板装置 (11)は、面体本体 (1)の対応する開口部 (30)に埋設された金属又は樹脂から成
る環状の伝声板フレーム (14)と、伝声板フレーム (14)内に配置された伝声部材 (15)とを備
える。吸気弁装置 (12)は、面体本体 (1)の対応する開口部 (30)に埋設された金属又は樹脂
から成る環状の弁フレーム (16)と、弁フレーム (16)内に取り付けられて吸気時のみ開弁す
る可撓性の弁 (17)と、吸気弁装置 (12)に取り付けられて外気中の有毒物質を除去するカー
トリッジ (23)とを備える。排気弁装置 (13)は、面体本体 (1)の対応する開口部に埋設され
た金属又は樹脂から成る環状の弁フレーム (19)と、弁フレーム (19)内に取り付けられて排
気時のみ開弁する可撓性の弁 (20)とを備える。アイピース (2)の下端部は、伝声板装置 (11
)及び吸気弁装置 (12)の外形に沿う形状を有する。接顔部 (10)は、顎受け部 (9)の両側から
逆三角形状に上方に延び、逆三角形の底辺となる接顔部 (10)の上縁は、着用者の額に当接
するようにほぼ水平に形成される。
【０００７】
【作用】
　透明又は半透明の可撓性樹脂でアイピース (2)を形成するので、面体着用者の顔面形状
に合わせて面体の接顔部 (10)の形状を大きく変えることができる。このため、面体と顔と
の密着性が高く、接顔部 (10)からの外気の侵入を防止すると共に良好な装着感が得られる
。また、透明又は半透明のアイピース (2)の中央部は、湾曲する大きな面積を有し、アイ
ピース (2)の全面にわたり着用者の顔面に沿いかつ顔面からほぼ一定距離離れて配置する
ことができる。このため、着用者は、アイピース (2)を通じて極めて広い視界を確保でき
る。更に、アイピース (2)は十分な透明度を有し、アイピース (2)を通して見る像には殆ど
歪みが生じない。可撓性の面体は横方向に折り曲げてコンパクトな形状にできるので、保
管及び携帯に便利である。柔軟性・復元性のある面体は、折り曲げた状態から自身の弾性
により湾曲した形状に復帰する。十分な強度でかつ気密に面体本体 (1)にアイピース (2)を
接着剤により接着するため、アイピース (2)と面体本体 (1)との接合部から外気が侵入する
おそれがない。また、一対の吸気弁装置 (12)と排気弁装置 (13)とを面体本体 (1)に取り付
けて、危険な作業環境において有害なガス又は粉塵等の外部環境の有害物質が全面形面体
内に流入せず、着用者の作業保安を確保することができる。
【０００８】
【実施例】
以下、本発明による全面形面体の実施例を図１～図７について説明する。
図１及び図２に示す全面形面体は、可撓性素材により形成された面体本体１と、透明の可
撓性樹脂により形成されたアイピース２と、面体本体１を着用者の頭部に固定するための
ヘッドバンド３とを有する。ヘッドバンド３は面体本体１と一体に形成した６つの突起部
４の各端部に接続される金属又は樹脂製のバックル５を備える。バックル５には伸縮自在
のバンド６が連結され、バンド６の中央部には長方形のパッド７が固定される。着用時に
はバックル５によりバンド６を所望の長さに調節して、着用者の頭部の形状に合わせてパ
ッド７を着用者の後頭部に当接させることができる。
【０００９】
　本発明の全面形面体では、面体本体１は、開口部３０を形成する周縁部８を有し、図４
に示すように、アイピース２の周縁部は、接着剤により十分な強度でかつ気密に面体本体
１の周縁部８に接着される。面体本体１は、面体本体１の周縁部８から内側に鋭角θに分
岐されかつ周縁部８に沿って延伸する接顔部１０を備える。アイピース２を形成する透明
な可撓性樹脂には十分な透明度を有し、アイピース２を通して見る像に殆ど歪みが生じな
い樹脂、例えばポリウレタン、メチルメタクリレート、ポリスチロール、アクリル酸樹脂
、アクリルグリコールカーボネート樹脂（ＣＲ３９）が用いられる。面体本体１を形成す
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る可撓性素材としては、例えばシリコーンゴム、ポリブタジエン、ブタジエンスチレンゴ
ム、ブタジエンアクリロニトリルゴム、ポリクロロプレン、ポリイソプレン、クロルスル
ホン化ポリエチレン、ポリイソブチレン、イソブチレンイソプレンゴム、アクリルゴム、
多硫化系合成ゴム、ウレタンゴム若しくはフッ素ゴム等の合成ゴム又は天然ゴムが使用可
能である。面体本体１とアイピース２との接着にはポリウレタン、ポリクロロプレン、ポ
リ酢酸ビニル、レゾルシノールホルムアルデヒド樹脂、ポリサルファイド－エポキシ樹脂
、ポリアミド－エポキシ樹脂等のポリウレタン接着に適した接着剤が利用可能である。ま
た、図４に示すように、面体本体１の接顔部１０の下部は、着用者の下顎が当接する顎受
け部９を形成し、顎受け部９は、面体本体１の周縁部８から内側に鋭角θに分岐される。
面体本体１の複数の突起部４は、面体本体１の周縁部８及び顎受部９を含む接顔部１０に
一体に形成される。接顔部１０は、顎受け部９の両側から逆三角形状に上方に延びて、逆
三角形の底辺となる接顔部１０の上縁は着用者の額に当接するようにほぼ水平に形成され
る。
【００１０】
面体本体１とアイピース２とはいずれも可撓性を有し、着用時には面体の接顔部１０は着
用者の顔面形状に適合して変形して、着用者の顔面に確実に密着する。従って、面体内へ
の外気の侵入の原因となる間隙が面体と顔面との間に発生しない。接顔部１０は着用者の
顔面に弾性をもって当接するので、良好な装着感が得られる。また、アイピース２を接着
剤により十分な強度でかつ気密に面体本体１に接着しているため、アイピース２と面体本
体１との接合部から外気が侵入するおそれがない。従って、危険な作業環境において有害
なガス又は粉塵等の外部環境の有害物質が全面形面体内に流入せず、着用者の作業保安を
確保することができる。
【００１１】
アイピース２の中央部は湾曲した大きな面積を有し、装着時には、アイピース２の全面に
わたり着用者の顔面に沿いかつ顔面からほぼ一定距離離れて配置される。このため、図６
に示すように、着用者はアイピース２を通じて極めて広い視界を確保することができる。
さらに、図７に示すように、可撓性の面体は横方向に折り曲げてコンパクトな形状にでき
るので、保管及び携帯に便利である。面体は柔軟性・復元性があるので、折り曲げた状態
から自身の弾性により湾曲した形状に復帰する。
【００１２】
図１及び図３に示すように、アイピース２の直下で面体本体１の前面に伝声板装置１１が
設けられる。伝声板装置１１の左右には一対の吸気弁装置１２が設けられ、伝声板装置１
１の下方の面体本体１の底部には排気弁装置１３が設けられる。図４に示すように、伝声
板装置１１は面体本体１の対応する開口部に埋設（インサート成形）された金属又は樹脂
から成る環状の伝声板フレーム１４を有し、伝声板フレーム１４内には伝声部材１５が配
置される。伝声板装置１１を介して、着用者の音声が面体の外部へと伝達される。
【００１３】
図５に示すように、一対の吸気弁装置１２はそれぞれ面体本体１の対応する開口部に埋設
された金属又は樹脂から成る環状の弁フレーム１６を有し、弁フレーム１６内に吸気時の
み開弁するゴムから成る可撓性の弁１７が取り付けられる。弁１７の損傷を防ぐために、
面体の内側には樹脂製の保護カバー１８が設けられる。同様に、図４に示すように、排気
弁装置１３も金属又は樹脂から成る環状の弁フレーム１９を有し、弁フレーム１９内に排
気時のみ開弁するゴムから成る可撓性の弁２０が取り付けられる。弁２０の損傷防止用の
樹脂製保護カバー２１は面体の外側に設けられる。
【００１４】
図６に示すように、面体を防塵マスク又は防毒マスクとして使用する際には、外気中の有
害なガス及び粉塵を除去するためのカートリッジ２３を吸気弁装置１２に取り付けること
ができる。図２及び図５に示すように、吸気弁装置１２はカートリッジ２３を取り付ける
ためのカートリッジ係止部２２を備える。また、弁１７及び弁２０により面体内外の空気
のやりとりは一方向に制限され、排気弁装置１３から有害物質を含む外気が侵入するのを
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防いでいる。これにより、面体内へ有害物質を含む外気が流入するのを防止し、着用者の
作業保安を確保することができる。
【００１５】
本発明の実施態様は前記の実施例に限定されず、変更が可能である。例えば、透明な樹脂
内に着色剤を混入し、透明であるが色のついた樹脂を使用することによりアイピース２を
着色してもよい。また、ホトクロミック物質を樹脂中に混入して、アイピース２が日光に
曝露されたときに、変色するように構成してもよい。
【００１６】
【発明の効果】
前記のように、透明又は半透明の可撓性樹脂で形成したアイピースを十分な強度でかつ気
密に面体本体に接着しているため、接顔部からの外気の侵入を防止できると共に良好な装
着感が得られる。従って、危険な作業環境において有害なガス又は粉塵等の外部環境の有
害物質が全面形面体内に流入せず、着用者の作業保安を確保することができる。また、着
用者はアイピースを通じて極めて広い視界を確保できるので、作業能率が向上できる。さ
らに、可撓性の面体はコンパクトな形状にできるので、保管及び携帯に便利である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の全面形面体の実施例を示す正面図
【図２】　本発明の全面形面体の実施例を示す側面図
【図３】　本発明の全面形面体の実施例を示す底面図
【図４】　図１におけるＡ－Ａ線断面図
【図５】　図２におけるＢ－Ｂ線断面図
【図６】　本発明の全面形面体の着用状態を示す斜視図
【図７】　本発明の全面形面体の畳んだ状態を示す斜視図
【符号の説明】
１．．面体本体、２．．アイピース、３．．ヘッドバンド、４．．突起部、８．．開口部
の周縁部、１１．．伝声板装置、１２．．吸気弁装置、１３．．排気弁装置、１４．．伝
声板フレーム、１５．．伝声部材、１６ ,１９．．弁フレーム、１７ ,２０．．弁、２３．
．カートリッジ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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